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自然杉

北山丸太

自然杉

北山丸太

中央に一本杉とし、両端を北山丸太とする。

2つを比較し、職人の技を感じられる空間配置にした。
↓

見比べ

2. 自然杉と丸太

3. 柱と階段のルーバー 4. かいだん屋根

かいだんと屋根を繋げる

目レベルに変化を持たせ、杉を多方面から見るとこからできる
↓

風・日光（影）・目の線を
内から外・外から内へ通り抜けさせる

柱（丸太）の連続配置と階段（スリット階段）を配置する

・光と影のコントラストにより北山丸太の白肌が際立つ

・風や目線 , 木造ルーバーによりナチュラルな空間を生み出す

↓

↓

500 X1 X3X2 X4 X5500

柱

柱の幅を 0<X<850 に配置した。

↓
柱と柱をと通ることで、人と柱の間を肌で感じることのできる距離感にした。

1. 動線と丸太

頭上図

間

　京都府からブランド｢京都府伝統工芸品｣として、室町時代から親しまれている。
　京都北山丸太には、 一般の製材品や一般丸太と比較して、強度・美しさに優れ
ているとされています。 特に性質として、白い光沢・無節・均一な太さなどが挙
げられるほど、美しい点があります。 本来の杉からは想像できない材（北山丸太）
を作り上げる職人の技を感じられるような建築空間にしました。 

b-b 断面図 a-a 断面図

杉見上げ

側面

設計趣旨

延床面積…123㎡


